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中学校 国語科 部会

部会長 大任中学校 校長 小田 玲子

実践者 糸田中学校 教諭 青柳 美香

１．研究主題

自己有用感・自己肯定感を高める第１学年国語科学習指導の研究

～相手に伝える文章を「書くこと」を通して～

２．主題設定の理由

（１）社会の要請から

現在、日本国内を見ると様々な社会問題が山積みのまま残されている。生徒たちに身近

な問題としては「不登校」や「ひきこもり」「ニート」などがあげられる。本校も、本年

度から３年間、糸田小学校とともに重点課題研究指定『新たな不登校生を生まないための

小中連携による生徒指導の推進』を受けている。研究の中では、「わかる」「できる」授

業づくりが魅力ある学校づくりにつながるという着眼点で「自己有用感・自己肯定感を高

める教育活動の推進」に取り組んでいる。

また、これらの問題には、根底に「自分の考えをもつことができない、伝えることがで

きない」「相手の立場を尊重することができない」ということがあるように感じられる。

激しく変化するこれからの社会をよりよく生きていくためには、相手の立場を尊重し、協

調的に合意を見いだす姿勢が尊重されるようになるだろう。それには、論理的な表現力の

育成が必要である。論理は思考を整理するとともに、人を動かす力ともなる。学習指導要

領でも「伝え合う力を高める」ことが目標に明記されている。

（２）生徒の実態から

生徒を取り巻く家庭環境・教育環境も必ずしも恵まれているとはいえない状況にあり、

４月に行われた標準学力分析検査では、県平均を２．８ポイント下回った。特に、作文や

感想文が嫌いだという意識から、「書くこと」に対して苦手意識を持っている生徒が多い。

実際この研究を行った学級（２４名）については、評価Ａが７名（２９%）評価Ｂ９名（３

８%）評価Ｃ８名（３３%）であった。課題に対する思いや主張はあっても、どう伝えて

いいのかわからない生徒が多数いるため、授業の導入で文章を書く活動を取り入れている。

（１年生は週１回程度、３年生は毎時間）そのため、５行程度の簡単な文章であれば全員

が書けるようになってきている。しかし、筋道を立てて相手に伝える文章を書けるまでに

はいたっていない。実際に「流氷と私たちの暮らし」を要約させてみる（２２名）と、評

価Ａあたる生徒は６名（約２７％）、評価Ｂが９名（約４１％）、評価Ｃが７名（約３２

％）であった。

苦手意識がある分野こそ「わかった」「できた」という成就感や喜びを感じさせること

が大切である。これらのことから、自己有用感・自己肯定感を高める授業を「書くこと」

で取り組むことは大きな意義があるものだと考え、本主題・副題を設定した。

３．主題の意味

（１）相手に伝える文章を「書くこと」とは

「書くこと」における第１学年の目標には「構成を考えて的確に書く能力を身につけさ

せるとともに、進んで文章を書いて考えをまとめようとする態度を育てる。」と明記され
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ている。その目標を達成するため、次の方法で授業に取り組んでみたい。

まず、前の教材である「流氷と私たちの暮らし」から、論理の展開や要約の仕方を学ぶ。

生徒が相手に伝える的確な文章を書くことができるようになるためには、優れた表現に触

れさせ、それを自分の表現に生かす「読むこと」も必要である。特に、全文を要約する学

習は初めてなので、班活動などを取り入れる。次に、伝えたいことをはっきりさせ、わか

りやすく的確に書くことなどの表現方法を学ばせるために、ワークショップ型の授業を取

り入れる。そのうえで教材「調べたことを報告しよう」で、伝えたい事実や事柄、自分の

意見や感想を明確にして、わかりやすく相手に伝わる文章が書けるように導いていきたい。

（２）自己有用感・自己肯定感を高めるとは

自己有用感とは、「自分の属する集団の中で、自分がどれだけ大切な存在であるかとい

うことを自分自身で認識すること」である。また、自己肯定感とは、「自分は大切な存在

だ。自分はかけがえのない存在だと思える心の状態のこと」である。これらは、生活・教

育環境によって大きく左右されると考えられており、教育上の重要な要素だと考えられて

いる。この２つが高いと、「自分に自信を高めることができる」「心の受容が大きく、少

々のことではめげない」「意欲的に人間関係を築くことができる」とされている。

授業で自己有用感・自己肯定感を育て、高めるためには、まず、自分の力でできたとい

う成就感と自信をもたせることが大切である。次に、生徒の失敗体験もチャンスと捉え、

結果より努力を認め、誉めて励ますこと、さらにそれを周りにも伝えることである。これ

をくり返して指導することにより、自己有用感・自己肯定感は育成され、高められていく

と考えられている。

難しいことばだが、この２つとも「自分はこういう人間なんだとわかること、自分のい

いところも悪いところも認めること」なのではないか。それは自分の考えをしっかりとも

ち、それをお互いに伝え合うことがもたらしてくれる力なのではないかと考える。自分の

考えを相手に伝える文章を書き、読み合い、交流するという「書くこと」を通して主題に

迫りたい。

４．研究の目標

ワークショップ型の授業や交流など、「書くこと」の学習活動の工夫が、自己有用感・

自己肯定感を高める学習指導につながることを検証する。

５．研究仮説

第１学年「書くこと」において次のような手だてを取れば、自己有用感・自己肯定感を

高めることができるであろう。

（１）優れた表現に触れさせ、それを自分の表現に生かす学習活動の場を設定するように

する。

教材文「流氷と私たちの暮らし」を要約する。要約は、班活動を取り入れ、キーワード

の選定等をさせる。字数も２００字程度に設定し、全員が書けるように仕組む。また、要

約をさせることで、文章の構成に着目したり、文章の中心となる部分やそれを支える部分

の読み分けができるようにしたりする。

（２）ワークショップ型の授業を取り入れ、的確に書くことなどの表現方法を学ぶことが

で きるようにする。

ワークショップ型の授業は、「活動」を通して学ぶことで、主体的な学びの力を育てる
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学習方法である。具体的には、課題について試行錯誤をしながら自分自身で考え学び、わ

かるという成就感につなげていく学習活動であり、自己有用感・自己肯定感を高める活動

として適していると考える。

（３）自分の考えを相手に伝える文章を書き、交流する活動を行うようにする。

教材「調べたことを報告しよう」を参考に、日常生活の中から題材を選び、レポートを

書かせ、お互いに交流させる。

題材は身の回りにあるものや今頑張っているもの等、主体的に調べ学習ができるよう自

由に考えさせた。題材を選ぶときには、なぜ調べたいのか理由をはっきりと言えるもの、

調べたい項目を３つ以上挙げられるもの、周りの人に知ってもらいたいことなど、いくつ

かの約束事を決める。また、レポートを書くときには、ワークショップで学んだ「伝える」

という相手意識をもって書くことを確認する。

さらに、レポートを班ごとに交流し、評価し合う活動（各人のレポートのいいところを

必ず評価し合う）を入れることで、考えを深めたり、成就感を味わえるようにする。

６．研究の計画

（１）単元５ 論点をとらえる 教材「調べたことを報告しよう」レポートにまとめる

（２）単元の目標及び指導計画

単 元 論点をとらえる 総時数 ２３時間 時期 １１月～１２月

（教材） （調べたことを報告しよう） ６時間 １２月

○日常生活の中から課題を見つけ、それについて調べたり、考えたりしよ

うとしている。（関心・意欲・態度）

○伝えたい事実や事柄、自分の意見や感想を明確にして、わかりやすく相

単元の目標 手に伝わる文章を書くことができる。（書くこと）

○レポートにふさわしい言葉遣いを意識している。（言語についての知識

・理解・技能）

○レポートを読み合い、お互いのレポートの内容を深め合うことができる。

（関心・意欲・態度）

次 時 具体的な目標 学習活動・内容 指導上の留意点（援助・支援）

文章の構成に注意し １．「流氷と私たちの暮らし」

ながら、内容を要約し を要約する。

よう。 ①要約の手順を考える。 ・ｐ１６８「文章を要約

する」を読ませて、要

約する手順を確認する。

②中心段落を確認する。 ・中心段落から、それぞ

③キーワードを抜き出し、確 れキーワードになるこ

前 認する。 とばを抜き出させる。

全員が取り組めるよう

教 １ に、後半は班で確認さ

せる。

材 ・文章の中心となる部分

やそれを支える部分の

読み分けができるよう



- 114 -

に机間巡視をして助言

する。

④要約をする。 ・文章の構成に着目させ

る。

・中心となる部分やキー

ワードをつなげて要約

させる。

相手に正確に伝わる １．正確に伝わる表現方法や

文章を書こう。 構成の仕方などを学び、文 ・ペアでそれぞれに違う

１ １ 章を書く。 図形を与えて、それを

（ワークショップ型の授業） 文章で相手に伝えさせ

①「図形」を正確に書いても る。

らえるような文章を書く。 ・自分の文章では、なぜ

本 １ ②お互いの文章について交流 伝わらないのか、どの

／ し、正確に伝えるためにど ような文章を書けば伝

時 １ うすればいいのか、意見交 わるかを交流させる。

流をする。 ・交流したことを取り入

③自分の文章を書き直す。 れながら、自分の文章

を書き直させる。

調べたことや自分の １．レポートに書く課題を決

考えをレポートに書こ め、情報を集めて記録する。

う。 ①「レポート」という文の種 ・ｐ１７４「レポートの

類について確認する。 例」で、「レポート」

の形式や内容を確認さ

せる。

②自分の調べたいことを探 ・課題の探し方について

し、課題を決定する。 は助言をする。

２．情報を集めて、整理する。

①情報を集める。 ・課題について調べたい

ことを考えさせておき、

本やインターネットで

２ ４ 情報を集める。

②情報を取捨選択する。 ・調べた情報を内容ごと

に分類させ、自分の課

題を説明するためには、

どの情報が必要かを考

えさせる。

③レポートの構成を考える。 ・②で取捨選択した情報

を、どのような順序で

まとめるか考えさせる。

３．レポートを書き、完成さ

せる。
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①レポート用紙に全体をまと ・レポートには、「調べ

める。 た内容」と「まとめ（自

分の考えや感想）」を

必ず入れさせる。

②レポートを推敲する。 ・推敲の観点を確認させ

る。

レポートを読み合い、１．お互いのレポートの内容

お互いのレポートの内 を深め合う。

容を深め合おう。 ①班でレポートを読み合う。 ・友達のレポートを読み、

気づいた点などを書か

３ １ せる。

②各人のレポートについて、 ・書いてもらった意見に

意見交換し、学習を振り返 目を通し、交流する。

る。

③全体で、学習の振り返りを ・学級全体で、気づいた

する。 点などを交流させ、学

習のまとめとする。

７．指導の実際

（１）本時の指導観

前時までに生徒は、「流氷と私たちの暮らし」を読むことで、論理の展開や要約の仕方

を学んできた。また、「調べたことを報告しよう」では、レポートの書き方の例が、手順

を伴って丁寧に書かれている。

そこで本時では、生徒たちが書く活動にスムーズに入るために、ワークショップ型の授

業を仕組む。まず、ペアになりそれぞれに違う図形を与える。その図形を文章で相手に伝

えてもらう。次に文章を交換させ、交換した文章を見ながらその通りに図形を書くのだが、

うまく図形が伝わるペアはほとんどいないであろう。そこで、自分の文章ではなぜ伝わら

ないのか。どのような文章を書けば伝わるのかを話し合わせる。そこから、相手に正確に

伝えるための文章のまとめ方や構成の仕方などを考え、全員で確認する。次に、確認した

ことを取り入れながら、先に書いた文章の書き直しをさせる。最後にそれぞれの文章を評

価し合うことにより、自己有用感・自己肯定感の育成につなげたい。

（２）本時の主眼

ペア学習を通して相手に正確に伝える表現方法や構成の仕方を学び、自分の文章を再構

成することができる。（書くこと）

（３）展開

学習内容・活動 形態 教師の指導・援助 評価規準・評価方法 配時

１．本時の学習内容 一斉 ○伝えることの難しさ ３

導 を確認する。 を感じさせる。

入 （めあて）相手に正確に伝わる文章を書こう。

／

２．「図形」を正確 個 ○作業の流れをワーク ○主体的に考えようと １０

に描いてもらえる シートを使って説明 しているか。【関心・意
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ような文章を書 する。 欲・態度】

く。（資料２）

展 ○書くことがとまって ○相手や目的を意識し

いる生徒について て文章にすることがで

は、必要に応じて言 きるか。【書くこと】

葉がけを行う。

３．ワークシートを 個 ３

交換し、ペアの人

が書いてくれた文

章の指示通りに図

形を書く。

（１）お互いの文章 ペア ○交流が進んでいない ○文章のわかりやすか １０

について交流す ペアについては、視 った部分とわかりにく

る。 点を助言し、お互い かった部分について交

の文章のいい点・悪 流することができる。

い点を交流できるよ 【関心・意欲・態度】

うにする。

○伝えることの難しさ

を体感させる。

（２）効果的な文章 一斉 ○交流から導き出され ○効果的な文章表現に １３

表現や構成の工 たものを確認し、文 ついて理解することが

夫を整理する。 章の表現方法や構成 できる。【言語についての

について整理してい 知識・理解・技能】

・比喩を使う。 く。

開 ・線の長さや図の大き

さなど細かい指示を

する。

・相手に伝わりやすい

順序を考えて書く。

５．自分の文章を書 個 ○今度こそしっかり伝 ○アドバイスを自分の ５

き直す。 わる文章を書こうと 文章に生かして書くこ

いう意欲を喚起させ とができる。【書くこと】

る。

／ ６．書き直した文章 ○１回目の作文と比べ ５

を再び交換して、 てよくなっていると

ま お互いに読み合 ころを伝え合うよう

い、評価をし合う。 にさせる。

と

７．次時の予告を聞 一斉 ○次からは、レポート １

め く。 を書くことを伝え

る。
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８．研究のまとめ

要約の授業でキーワードの選定などを班で行った結果、全員が書くことができた。

【資料１―①評価Ａの生徒】 【資料１―②評価Ｃの生徒】

評価Ａの生徒は、キーワ

ードを順序よく並べるだけ

でなく、接続する語句など

に注意して、的確に要約し

ている。

しかし、評価Ｃの生徒の

特徴として、班で選定した

キーワードをそのままつな

げるということがあげられ

る。順番もバラバラで、筋

道を立てて相手に伝える文

章にはなっていない。どう

すれば、相手に伝わる文章

になるのかがわかっていな

い、ということが顕著に表れている。そこで、それに気づくために有効な手段であろうと

考え、ワークショップ型の授業を取り入れた。

【資料２ ワークショップで使用した２つの図形】

生徒全員が、与えられた図形と同じ

カードＡ カードＢ 図形をペアの生徒に書いてもらおうと

必死に取り組んでいた。自分の説明に

足りないところは、ペアの生徒が書い

た図形で一目瞭然に分かる。

１回目では、伝えることの難しさを

体感させ、２回目の作文で絶対に伝

えたいという思いを喚起させること

が目的である。やはり、１回目で伝

えられたペアは、１組であった。し

かし、そこには、なぜ伝わらなかっ

たのかを必死に話し合う生徒達の姿

があった。生徒達の感想には、「楽

しかった」というだけではなく、「もっとむずかしいものを伝えてみたい」「自分が分か

っていても知らない相手に伝えるのは、難しいことがわかった」「人に伝える文を書きた

い」といった前向きなものが多かった。レポートを書く導入として、とても有効であった

と考える。また、意欲的に取り組む姿やお互いに評価をし合う学習活動は、自己有用感・

自己肯定感を高める上でも効果があると考える。

レポートの題材については、教科や消しゴム・時計など身近なものや、環境問題につい

て宇宙についてなどが多く見られた。また、インターネットで調べる生徒が多かったが、

驚いたのは自分の課題について必死にみんなに伝えようとまとめる姿であった。ワークシ

ョップ型授業の効果が生徒達の態度に表れていた。
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【資料３ レポートの例】

題材は様々だが、ほとんどの生徒が【資料３】のよう な形式のレポートであった。交

流で出された意見として は、いい点として「内容が分かりやすい」「テーマに対し て

自分の思いや意見が書かれている」などがあげられた。 改善点としては、「図や表を用

いること」「効果的なテー マをつけること」などがあげられた。ワークショップ型 授

業で伝わらないもどかしさを体験した上で作成したの で、「みんなにわかりやすく、伝

わる文章を」という意識 のもと作成することができた。また、完成したものを誇らしげ

に読み返す姿が印象的であった。

９．成果と課題

（１）成果

現在１年生は３クラスあり、２クラスの授業を受け持っている。４月の学力分析検査で

の結果、国語の平均点が一番高いクラスと低いクラスの差が１３点もあった。今回、特に

一番平均点が低かったクラスに焦点を当てて授業を行った。その際、一番大切にしたのは、

全員が書くということである。そのために、班活動やワークショップ型の授業なども取り

入れた。その結果、生徒達の中に、「やればできる」という意識が芽生え始めたのを感じ

た。それは、まさに自己有用感、自己肯定感の育成につながるものである。

実際に１１月に行われた到達度診断シートで差は７点に縮まり、２学期の中間テストと

期末テストの平均点は、このクラスがっトップであった。意識の変化で、生徒は努力もす

るし、学力も向上するということを改めて感じた研究であった。 【資料４】

（２）課題

今回のレポートのまとめでは、【資料３】のように、題材に

対しての感想はよく書かれていた。しかし、その題材に関して

自分の意見を深めるようなまとめを書けたのは、約７０名１名

であった。（【資料４】）「相手に伝えること」に焦点をあてすぎ

て、自分の考えを深めるような手段が取れていなかったという

ことは、大きな反省点であり、これからの課題である。
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